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左
記
の
通
り
、
工
学
部
同
窓
会
の
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、

卒
業
生
の
皆
様
に
は
ご
友
人
な
ら
び
に
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

多
数
ご
参
集
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
報
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会
名
称　

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会

　
　
　
　

平
成
29
年
度
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

日　

時　

平
成
29
年
10
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
３
時　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
開
始

　
　
　
　

午
後
４
時
～
４
時
20
分　
　
　

総　

会

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
～
５
時
20
分　

講
演
会

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分　

懇
親
会

講
演
会　
（
午
後
４
時
30
分
開
始
）

　
　
　
　

演
題
：「
築
１
０
０
年
超
の

古
民
家
再
生
と
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　
（
講
師
）　

近
畿
大
学
工
学
部
建
築
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　

准
教
授（
工
学
博
士
）
谷
川
大
輔 

先
生

場　

所　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
南
口
の
南
方
向
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）

会　

費　

一
般　
　
　

五
千
円

　
　
　
　

幹
事
期　
　

三
千
円

　
　
　
　

年
齢
三
十
代
お
よ
び
二
十
代　

三
千
円

　
　
　
　

同
伴
家
族　

千
円

　
　
　
　
（
当
日
、
受
付
に
て
支
払
い
）

幹
事
期　

・
第
18
期
生
（
昭
和
55
年
３
月
卒
業
）

　
　
　
　

・
第
33
期
生
（
平
成
７
年
３
月
卒
業
）

　
　
　
　

・
第
48
期
生
（
平
成
22
年
３
月
卒
業
）

　
　
　
　
　

�

幹
事
期
の
皆
さ
ん
は
同
期
会
と
し
て
多
数
ご

参
集
く
だ
さ
い
。

申　

込　

�

左
記
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
申
込
み
締
切
：
10
月
14
日
㈯
）

　
　
　
　

・�

同
窓
会
報
20
号
添
付
の
は
が
き

　
　
　
　

・
Ｅ
メ
ー
ル
：�dousou@

hiro.kindai.ac.jp

　

同
窓
会
懇
親
会
で
は「
30

歳
・
45
歳
・
60
歳
」の
世
代
を

幹
事
期
と
称
し
て
、
同
期
会

の
開
催
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
左
記
の
三
つ
の
期
の

同
期
会
席
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

節
目
の
年
に
ぜ
ひ
ご
参
集
い

た
だ
き
、
懐
か
し
き
同
期
生

と
の
再
会
の
場
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
度
の
同
期
会

・
第
18
期
生�

　
（
昭
和
55
年
３
月
卒
業
）

・
第
33
期
生�

　
（
平
成
７
年
３
月
卒
業
）

・
第
48
期
生�

　
（
平
成
22
年
３
月
卒
業
）

会
費
：
三
千
円

幹
事
期
と
は

今年は今年は

10
月
21
日
㊏
開
催

10
月
21
日
㊏
開
催

懐かしい顔
ぶれと一緒

に

盛り上がり
ましょう！

懐かしい顔
ぶれと一緒

に

盛り上がり
ましょう！

平成29年度同窓会・懇親会のご案内

★Eメール：dousou@hiro.kindai.ac.jp　★TEL：082-434-7005　★FAX：082-434-7011
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同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

藤
原　

義
人　

先
生　
（
生
物
化
学
）

井
上　

公
臣　

先
生　
（
生
物
化
学
）

塩
田　

俊
雄　

先
生　
（
機　

械
）

小
松
眞
一
郎　

先
生　
（
機　

械
）

間
野　

正
己　

先
生　
（
機　

械
）

深
谷　

保
博　

先
生　
（
機　

械
）

長
㟢　

羊
一　

先
生　
（
機　

械
）

天
田　

三
郎　

先
生　
（
情
報
シ
ス
テ
ム
）

後
藤　

昌
生　

先
生　
（
情
報
シ
ス
テ
ム
）

在
永　

末
徳　

先
生　
（
建　

築
）

森
村　
　

毅　

先
生　
（
建　

築
）

太
田　

光
雄　

先
生　
（
電
子
情
報
）

坂
尾
富
士
彦　

先
生　
（
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
）

渡
邉　

昌
昭　

先
生　
（
知
能
機
械
）

丹
羽
五
十
一　

先
生　
（
事
務
部
）

今
年
度
の
同
窓
会
懇
親
会
に

ご
出
席
予
定
の

�

ご
退
職
さ
れ
た
先
生
方

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会
・

九
州
地
区
懇
親
会
を
初
開
催

　

平
成
28
年
11
月
12
日
㈯
、
福
岡
県
福
岡
市
・「
梅
の
花　

天
神
店
」で
、
九
州
地
区
で
は
初
め
て
と
な
る
同
窓
会
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
卒
業
生
、
来
賓
等
総
勢

34
名
で
し
た
。　

　

同
窓
会
活
性
化
を
目
的
に
、
広
島
以
外
の
各
地
域
で
も

同
窓
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
４
年
目（
関
西
、
関
東
、

四
国
、
九
州
）と
な
り
ま
す
。
旧
呉
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
の
卒

業
生
が
多
く
参
加
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
り

ま
し
た
。

▲九州地区懇親会・集合写真

同
窓
会
会
長
に藤田

博
久
氏
が
就
任

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
、
藤
田

博
久
氏
が
工
学
部
同
窓
会
会
長（
八
代

目
）に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
藤
田
会
長
は

経
営
工
学
科
卒
業（
昭
和
51
年
）で
、
永

年
に
亘
り
工
学
部
同
窓
会
代
表
幹
事
を
努
め
、
ま
た
近
畿
大

学
校
友
会
副
会
長
な
ど
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。「
卒
業
生
の
皆

様
が
近
畿
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
矜
持
を
持
っ
て
戴
く
事

が
出
来
る
様
に
、
発
展
す
る
母
校
近
畿
大
学
の
姿
を
お
伝
え

し
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
る
同
窓
生
と
絆
が
持
て
る
場
を
提
供

す
る
よ
う
、
同
窓
会
役
員
と
一
緒
に
知
恵
を
絞
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。」と
抱
負
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

工
学
部
事
務
部
事
務
長
に

片
山
慎
一
氏
が
着
任

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
、
工
学

部
事
務
部
事
務
長
に
片
山
慎
一
氏
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。
片
山
事
務
長
は
工

学
部
経
営
工
学
科
卒
業（
平
成
５
年
）

で
、
工
学
部
同
窓
会
事
務
局
長
を
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
今

後
の
大
学
運
営
に
と
っ
て
同
窓
会
と
の
連
携
は
大
変
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
工
学
部
卒
業
生
と
し
て
母
校
お
よ
び
同

窓
会
の
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。」と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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近
畿
大
学
工
学
部
産
学
官
連
携
推
進

協
力
会
は
、
平
成
14
年
に
近
畿
大
学
工
学

部
と
地
域
産
業
界
の
連
携
を
深
め
、
技

術
交
流
や
情
報
交
換
等
の
各
種
事
業
を

通
じ
て
地
域
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
今
年
で�

15
周
年
と
な
り
ま
す
。
協
力
会
は
、
会

員（
法
人
会
員
111
社
と
個
人
会
員
49
名
）、

協
力
機
関
及
び
近
畿
大
学
工
学
部
の
教

職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
畿
大
学
工
学
部

産
学
官
連
携
推
進
協
力
会
と
は

　
・
総
会

・
技
術
発
表
会

・
技
術
交
流
会

・
特
別
講
演
会

・�

社
会
人
リ
カ

レ
ン
ト
講
座

（
社
会
人
を

対
象
と
し
て

職
業
上
の
新
た
な
知
識
・
技
術
を
習
得

す
る
た
め
に
近
畿
大
学
工
学
部
の
教
員

が
行
う
講
座
）

・�

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行

　
・�

協
力
会
総
会
な
ど
の
出
会
い
の
場
を
通

じ
て
大
学
教
員
や
会
員
企
業
の
方
々
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま
す
。

・�

会
員
限
定
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

・�

技
術
相
談
、
共
同
研
究
等
の
斡
旋
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

・�

公
的
な
補
助
金
等
を
獲
得
す
る
た
め
の

協
力
、
支
援
が
得
ら
れ
ま
す
。

・�

全
国
の
近
畿
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で
き
ま
す
。

活

動

内

容

会
員
の
メ
リ
ッ
ト

　　

ご
入
会
の
お
申
し
込
み
は
、
同
封
の

入
会
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、
近
畿
大

学
次
世
代
基
盤
技
術
研
究
所　

社
会
連

携
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。�

（
TEL
：
０
８
２–

４
３
４–

７
０
０
５�

FAX
：
０
８
２–

４
３
４–

７
０
２
０��

E-m
ail

：riit@hiro.kindai.ac.jp

）

　

年
会
費
は
法
人
会
員
が
一
口
五
千
円
、

個
人
会
員
が
一

口
二
千
円
で
す
。

複
数
口（
企
業
の

部
門
毎
）の
入
会

も
可
能
で
す
。

　

お
申
し
込
み

後
、
会
費
請
求
書

を
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 入

会

方

法

工
学
部
ニ
ュ
ー
ス

産
学
官
連
携
推
進
協
力
会
は
今
年
、
15
周
年
を
迎
え
ま
す

近
畿
大
学
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
た
め
に
ご
入
会
を
検
討
さ
れ
ま
せ
ん
か

研
究
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

近
畿
大
学
工
学
部

　

研
究
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
本
学
部
の
研
究
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
を
目
的
に
年
１
回
開
催
さ
れ
、
今
回
で
通
算
17
回

目
、
広
島
市
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
上
記
協
力
会
設
立
15
周
年
を
記
念
し
て
、
近
畿
大

学
の
広
報
戦
略
を
推
進
し
て
い
る
世
耕
総
務
部
長
の
講
演

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
の
で
、
卒
業
生
の
皆
様
も

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

主
な
内
容
は
左
記
の
通
り
で
す
。

日
時
：�

平
成
29
年
10
月
30
日
㈪　

�

13
時
～
17
時
30
分（
交
流
会
17
時
40
分
～
19
時
）

場
所
：�

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島（
広
島
市
中
区
基
町
６
︱
36
）

内
容
：

⑴
特
別
記
念
講
演

「
知
と
汗
と
涙
の
近
大
流
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」

　

近
畿
大
学　

総
務
部
長　

世
耕 

石
弘

⑵
研
究
発
表

「
高
機
能
性
脂
質
を
主
体
と
す
る
高
齢
者
用
食
品
の
開
発
」

　

化
学
生
命
工
学
科

�

　
　

渡
邉 

義
之　

教
授

「
東
広
島
市
の
中
山
間
地
域
に
お
け

る
空
き
家
古
民
家
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
」

　

建
築
学
科

�

　
　

谷
川�

大
輔　

准
教
授

「
肝
臓
病
態
に
お
け
る
細
胞
系
譜
解
析

〜
米
国
の
研
究
と
教
育
に
触
れ
て
〜
」

　

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー

�

　

小
川�

智
弘　

講
師

⑶
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
工
学
部
教
員
の
研
究
成
果
、
産
学

官
連
携
推
進
協
力
会
会
員
企
業
等

の
製
品
等
紹
介
）

⑷
技
術
交
流
会（
会
費
制
）

▲会員企業による技術発表

▲社会人リカレント講座

▲技術交流会
（講師を囲んでの談笑）
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平
成
29
年
７
月
以
降
の
主
な
行
事
を
記
載
し
ま
す
。

　

　

平
成
29
年
３
月
13

日
㈪
、
工
学
部
卒
業

証
書
授
与
式
な
ら
び

に
大
学
院
シ
ス
テ
ム

工
学
研
究
科
学
位
記

授
与
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
学
部
卒
業

生
４
３
７
名
、
博
士

前
期
課
程
修
了
生
29

名
が
新
た
に
同
窓
生

に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

　

平
成
29
年
４
月
６

日
㈭
、
工
学
部
な
ら

び
に
大
学
院
シ
ス
テ

ム
工
学
研
究
科
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
、
学

部
５
９
５
名
、
大
学

院
博
士
前
期
課
程
42

名
の
計
６
３
７
名
が

入
学
を
許
可
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
28
年
度
卒
業
式

平
成
29
年
度
入
学
式

　　

平
成
30
年
１
月
に
竣
工
予
定
で
、
最
大
約
２
０
０
０
人
収
容

可
能
な
体
育
館
を
建
築
中
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
大
学
お
よ
び
附
属
高
・
中
学
校
の
学
生
生
徒

ら
の
心
身
の
健
康
増
進
、
教
育
内
容
の
充
実
を
図
り
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
施
設
と
し
て
更
な
る
地
域
貢
献
を
め
ざ
し
ま
す
。

■�

延
床
面
積
：1,810.27

㎡（547.60

坪
）（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
2
面
分
）

■
構
造
：
鉄
骨
造
平
屋
建

体
育
館
を
建
築
中

　　

昨
年
度
の
Ｃ
館
南
側
に
引
き
続
き
、
平
成
29
年
３
月
に
Ｃ

館
北
側
ト
イ
レ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

清
潔
な
イ
メ
ー
ジ
へ
の
内
装
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及
び
節
水
便

器
・
温
水
洗
浄
便
座
へ
の
更
改
、
一
部
女
性
用
ト
イ
レ
に
は

パ
ウ
ダ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
更
衣
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
学
生
や
来

客
者
の
満
足
度
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
年
次
計

画
に
て
各
館
の
ト
イ
レ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

Ｃ
館
北
側
ト
イ
レ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施

主
な
年
間
行
事

▲平成28年度工学部・大学院卒業式▲平成29年度工学部・大学院入学式
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昨
年
度
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
に
お
い
て
、
本
学
部
・

卒
業
生
の
森
原
康
平
君（
平
成
25
年
度
卒
業（
広
島
山
陽
高
校

出
））が
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
よ
り
５
位
指

名
を
受
け
、
工
学
部
硬
式
野
球
部
出
身
と
し
て
は
、
５
人
目

の
プ
ロ
野
球
選
手
と
な
り
ま
し
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
投
手
で

す
。
開
幕
か
ら
一
軍
で
中
継
ぎ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
野
球
選
手
誕
生

　

近
畿
大
学
工
学
部
か
ら
も
程

近
い
東
広
島
市
福
富
町
は
、
中

山
間
地
域
に
位
置
し
、
人
口
の

少
な
い
地
域
で
あ
り
、
最
近
で

は
特
に
過
疎
化
が
進
み
空
き
家

な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
学
建
築
学
科�

准
教

授
の
谷
川
大
輔
は
、
空
家
古
民

家
の
再
生
を
き
っ
か
け
に
、
福

富
町
に
移
住
し
、
地
域
住
民
の

方
々
と
連
携
し
た
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
構
築
や
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
の
歯

止
め
、
及
び
空
き
家
問
題
の
方
策
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
27
年
に
福
富
町
に
あ
る
築
１
０
０
年
を
超
え
る
古
民
家

を
私
財
で
購
入
し
ま
し
た
。
同

年
か
ら
、
建
築
学
科
の
学
生
と

共
に
建
物
の
調
査
、
改
築
の
提

案
、
内
部
の
解
体
を
進
め
、
住

民
と
共
に
建
物
の
利
用
イ
メ
ー

ジ
な
ど
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
建
物
の
母
屋
は
、

観
光
・
イ
ベ
ン
ト（
市
場
な
ど
）

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
移
住
定

住
の
情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
、

み
ん
な
が
利
用
で
き
る「
テ
ラ

ス
」と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
福
富
町

で
は
き
れ
い
な
星
空
が
見
え
る
た
め
、
こ
の
活
動
を「
近
畿
大

学
×
広
島
県
福
富
町　

古
民
家『
星
降
る
テ
ラ
ス
』プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
名
付
け
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
及
び
古
民
家
の
改
修
作
業
は
学
生
に
と
っ
て
最
良
な
学

修
環
境
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
母
屋
を
福
富
町
の
魅
力
を
感
じ

な
が
ら
、
日
本
文
化
や
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
場
所
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
土
間
・
か
ま
ど
・
囲
炉
裏
・
五
右
衛

門
風
呂
の
再
建
を
行
い
ま
す
。
星
空
の
美
し
い
福
富
町
に
、

地
域
住
民
や
学
生
、
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
の
あ
る
方
が
気
軽

に
集
ま
れ
る
場
所「
星
降
る
テ
ラ
ス
」を
作
る
こ
と
で
、
福
富

町
の
地
域
活
性
化
と
移
住
促
進
を
目
指
し
ま
す
。
完
成
は
平

成
30
年
度
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

近 畿 大 学
×

広島県福富町

古
民
家

　『
星
降
る
テ
ラ
ス
』

　
　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
挑
戦
中
！

９
月
４
日
ま
で
近
畿
大
学
工
学
部
Ｈ
Ｐ
の
バ
ナ
ー
よ
り
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
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２
０
１
７
年
卒
採
用
は
、
経
団
連

の「
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針
」の
改

定
に
伴
い
、
選
考
解
禁
日
が
前
年
度

の
８
月
１
日
か
ら
６
月
１
日
へ
と
２

ヵ
月
前
倒
し
と
な
り
、
５
月
～
６
月

上
旬
が
選
考
の
山
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
本
格
的
な
採
用
活
動
時
期

を
大
手
企
業
の
選
考
・
内
々
定
出
し

が
落
ち
着
く
６
月
の
前
後
ど
ち
ら
に

す
べ
き
か
思
い
あ
ぐ
ね
て
い
た
中

堅
・
中
小
企
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば「
６
月
前
」が

選
ば
れ
、
多
く
の
企
業
で
５
月
中
旬

を
目
標
に
内
々
定
出
し
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
工
学
部
の
学
生
も
６
月
１

日
の
選
考
解
禁
を
機
に
、
２
０
１
７

年
卒
学
生
は
面
接
、
合
否
連
絡
、
そ

し
て
内
々
定
獲
得
と
一
喜
一
憂
の

日
々
を
迎
え
、
６
月
１
日
か
ら
１
週

間
ほ
ど
経
過
す
る
と
、
就
職
室
に
は

内
々
定
報
告
が
相
次
ぎ
、
早
々
に
50

％
に
達
し
ま
し
た
。
第
一
志
望
の
企

業
か
ら
内
々
定
を
獲
得
し
た
学
生
で

就
職
活
動
を
終
え
る
学
生
も
お
り
ま

し
た
が
、
一
方
で
内
々
定
を
獲
得
後

も
活
動
を
継
続
す
る
学
生
も
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
学
生
も
順

調
に
歩
を
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
生
た
ち
の

最
後
ま
で
の
頑
張
り
と
教
職
員
の
粘

り
強
い
指
導
の
も
と
、
民
間
企
業

内
定
率
１
０
０
％
、
進
路
決
定
率

９
７
・
５
％
と
い
う
近
年
に
な
い

好
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
卒
に
関
し
ま
し
て

は
、
昨
年
を
上
回
る
状
況
で
、
す

で
に
約
80
％（
７
月
末
の
時
点
）の

学
生
が
内
々
定
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
毎
年
内
定
を
い
た
だ
い

て
い
る
地
元
企
業
以
外
に
も
、
近

畿
大
学
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の

お
陰
で
関
東
、
東
海
、
関
西
方
面

の
企
業
か
ら
も
多
く
内
定
を
い
た

だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。
就
職
に

強
い
工
学
部
と
し
て
、
昨
年
の
就

職
率
を
維
持
す
る
た
め
に
も
学
生

達
へ
の
就
職
支
援
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
。

　

求
人
等
の
ご
依
頼
は
学
生
支
援

課
・
就
職
担
当
ま
で
是
非
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
卒
業
生
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
本
学
部
の
就
職

に
対
し
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
学
部
で
は
、
毎
年
夏
休
み
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
約
２
０
０
人
の
学

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
の
実
施

生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
こ
と
を
希
望
し
、
平
成
28
年

度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
学
生
は
１
４
２
人
と
な
り
ま
し

た
。
職
場
体
験
を
通
じ
、
職
業
意

識
の
醸
成
、
社
会
人
と
し
て
の
心

構
え
や
考
え
方
を
養
成
す
る
た
め

に
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
推
奨

し
て
お
り
ま
す
。
５
日
間
か
ら
10

日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経

験
を
通
し
て
、
多
く
の
学
生
が
就

職
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
卒
業
生

の
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

学
生
と
企
業
の
接
点
の
場
と
し

て
、
学
内
に
企
業
様
を
招
聘
し
て

２
月
に
合
同
業
界
研
究
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
企
業
は
年
々
増
加
し
、
広
島
県

外
か
ら
も
多
く
の
企
業
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
、

卒
業
生
が
在
籍
し
て
い
る
企
業
は
、

卒
業
生
の
活
躍
も
あ
り
、
近
畿
大

学
工
学
部
の
学
生
に
注
目
し
て
い

た
だ
き
、
積
極
的
に
継
続
採
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

個
別
の
単
独
企
業
説
明
会
も
随
時

開
催
し
て
い
ま
す
。

学
内
企
業
説
明
会
の
開
催

化 学 生 命 工 学 科 機 械 工 学 科 情 報 学 科 建 築 学 科 電 子 情 報 工 学 科 ロ ボ テ ィク ス 学 科

㈱あじかん
ｲズﾐ・ﾌード・ｻービｽ㈱
㈱栄工社
大倉工業㈱
三幸食品工業㈱
山陽薬品㈱
㈱ジｪｲｱーﾙ西日本総合ビﾙｻービｽ
ジｬパンｹﾐカﾙリｻーﾁ㈱
大日本プﾗｽﾁｯｸｽ㈱
㈱ﾀカｷベーカリー
中国木材㈱
㈱西原商会
日亜化学工業㈱
㈱日本パーカーﾗｲジング広島工場
㈱日立ビﾙｼｽﾃﾑ
豊国製油㈱
㈱ﾓﾙﾃン
山本通産㈱
ﾕﾆ・ﾁｬーﾑプﾛダｸﾂ㈱

（公財）中国労働衛生協会
広島県教育委員会
神戸第一高等学校
東広島消防局
近畿大学大学院
広島大学大学院
岡山大学大学院

ｱｦﾊﾀ㈱
今治造船㈱
㈱九電工
㈱きんでん
㈱ｸﾗレ
虹技㈱
ｽﾀンレー電気㈱
第一精工㈱
大王製紙㈱
ダｲｷｮーﾆｼカﾜ㈱
㈱ダｲｸレ
大同工業㈱
㈱中電工
㈱トーｴﾈｯｸ
内海造船㈱
西川ゴﾑ工業㈱
西日本旅客鉄道㈱（JR西日本）
㈱日本製鋼所（広島製作所）
㈱ﾉザﾜ
㈱前川製作所
明星工業㈱
㈱四電工
ﾛーﾂｪ㈱
近畿大学大学院
広島大学大学院
岐阜大学大学院

㈱ｱｲﾃｨﾌｫー
青山商事㈱
㈱ｱｸﾃｨｵ
㈱ｴﾇｱｲデｲ
㈱荏原製作所
ガリバーｲンﾀーﾅｼｮﾅﾙ㈱
協栄産業㈱
京ｾﾗドｷｭﾒントｿリｭーｼｮンズ㈱
山九㈱
JFEｽﾁーﾙ㈱西日本製鉄所
水ｉｎｇ
高砂香料工業㈱
㈱ﾀダﾉ
㈱トｽｺ
西川ゴﾑ工業㈱
日東製網㈱
NSW（日本ｼｽﾃﾑｳｴｱ㈱）
日本郵政㈱
沼津信用金庫
㈱日立ｿリｭーｼｮンズ西日本
㈱日立パﾜーｿリｭーｼｮンズ
富士ｿﾌト㈱
ﾏﾂダﾛジｽﾃｯｸｽ㈱
山口合同ガｽ㈱
㈱両備ｼｽﾃﾑズ
近畿大学大学院

青木あすなろ建設㈱
㈱安藤・間
㈱きんでん
㈱鴻池組
五洋建設㈱
㈱三栄建築設計
三晃金属工業㈱
㈱ｽペーｽ
積水ﾊｳｽ㈱
㈱大気社
ダｲダン㈱
大東建託㈱
大和ﾊｳｽ工業㈱
大和リーｽ㈱
㈱中電工
東洋建設㈱
日鉄住金ﾃｯｸｽｴンジ㈱
㈱ﾉザﾜ
日比谷総合設備㈱
㈱ﾌジﾀ
㈱増岡組
三井住友建設㈱
矢作建設工業㈱
四日市市役所
近畿大学大学院
広島大学大学院

㈱STNet
㈱ｴﾈﾙギｱ・ｺﾐｭﾆｹーｼｮンズ
ｴレｺﾑ㈱
関西電力㈱
京ｾﾗドｷｭﾒントｿリｭーｼｮンズ㈱
㈱きんでん
栗原工業㈱
ｻンﾜｺﾑｼｽｴンジﾆｱリング㈱
四国旅客鉄道㈱（JR四国）
㈱ｿﾙｺﾑ
㈱中電工
中電プﾗント㈱
㈱DNP情報ｼｽﾃﾑ
日本ｺﾑｼｽ㈱
㈱日立パﾜーｿリｭーｼｮンズ
富士ｿﾌト㈱
ﾌジﾃｯｸ㈱
三菱電機ｺントﾛーﾙｿﾌトｳｪｱ㈱
㈱ﾕーｼン
㈱四電工
理研計器㈱
YKK㈱
呉港高等学校
近畿大学大学院
奈良先端科学技術大学院大学
鳴門教育大学大学院

㈱石﨑本店
NECﾌｨーﾙデｨング㈱
MHIｿリｭーｼｮンﾃｸﾉﾛジーズ㈱
OKK㈱
共和ｺンｸリート工業㈱
㈱ｻﾉﾔｽﾎーﾙデｨングｽ
JFEｽﾁーﾙ㈱西日本製鉄所
㈱ｼギﾔ精機製作所
新川電機㈱
㈱神鋼ｴンジﾆｱリング&ﾒンﾃﾅンｽ
大王製紙㈱
㈱ダｲﾌｸ
デﾙﾀ工業㈱
東芝ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ㈱
西日本旅客鉄道㈱（JR西日本）
日立造船㈱
㈱ﾋﾛﾃｯｸ
富士ｼート㈱
富士重工業㈱
㈱ﾏｲﾅビ
三菱日立パﾜーｼｽﾃﾑズｲンダｽトリー㈱
㈱四電工
福山市役所
近畿大学大学院
奈良先端科学技術大学院大学
千葉工業大学大学院

▪学科別主な進路先（平成28年度）▪

就
職
状
況

就
職
率
100
％
を
達
成
！
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工
学
部
硬
式
野
球
部
は
、
広
島
六

大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦（
近
畿
大

工
学
部
・
広
島
経
済
大
・
広
島
工
業

大
・
広
島
大
・
広
島
修
道
大
・
広
島

国
際
学
院
大
）で
２
季
連
続
48
回
目

の
優
勝
を
果
た
し
、
平
成
29
年
６
月

５
日
に
神
宮
球
場
・
東
京
ド
ー
ム
で

開
幕
し
ま
し
た
、
第
66
回
全
日
本
大

学
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場（
２
年

ぶ
り
28
回
目
）し
ま
し
た
。
一
回
戦

で
中
部
大
学（
愛
知
大
学
野
球
連
盟

代
表
）と
対
戦
し
て
、
１
点
を
先
制

し
た
も
の
の
追
い
つ
か
れ
、
延
長
11

回
１
対
４

（
タ
イ
ブ

レ
イ
ク
）

で
敗
れ
ま

し
た
が
爽

や
か
な
熱

戦
に
大
き

な
声
援
が

寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
６
月
24
日
㈯
に
第
５
回

近
畿
大
学
工
学
部
文
化
展「
結
」を
工

学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
ま
し

硬
式
野
球
部
が
第
101
回
広
島

六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
優
勝

第
５
回
文
化
展
を
開
催

た
。
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
Ｂ
館
１
・
２
階
で
は
作
品
展

示
が
行
わ
れ
９
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
は
東
広
島
市
で
活
動

す
る「
東
広
島
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
科
紹
介
パ
ネ
ル
の

展
示
も
行
い
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
、

反
省
点
を
生
か
し
て
良
い
文
化
展
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
55
回
西
日
本
大
学
空
手
道
選
手

権
大
会
が
近
畿
大
学
本
部
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
回
戦
は
シ
ー

ド
。
２
回
戦
は
去
年
、
関
西
２
位
の

実
力
を
持
つ
天
理
大
学
と
対
戦
し
３

︱
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。
３
回
戦
は

関
西
大
学
に
３
︱
１
、
４
回
戦
は
大

阪
経
済
法
科
大
学
に
３
︱
０
で
勝
利

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
準
決
勝
は
去

空
手
道
部
が
西
日
本
大
学
選

手
権
大
会
で
３
位

年
の
全
日
本
覇
者
で
あ
る
京
都
産
業

大
学
と
対
戦
し
ま
し
た
。
接
戦
と
な

り
ま
し
た
が
３
︱
１
で
準
決
勝
敗
退

と
な
り
、
結
果
は
３
位
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
７
月
に
全
日
本
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会
、
10
月
に
は
国

民
体
育
大
会
が
あ
り
、
優
勝
者
を
出

せ
る
様
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
11
月
に
は
全
日
本
大
学
空
手
道
選

手
権
大
会
が
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
部
員
22
名
全
員
が
優
勝

を
目
指
し

て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

も
我
々
空

手
道
部
を

応
援
宜
し

く
お
願
い

し
ま
す
。

試
合
結
果

・
中
四
国
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

（
個
人
戦
）

　

優　

勝　

梶
村　

侑
哉（
１
年
）

　

準
優
勝　

江
藤　

純
哉（
１
年
）

　

３　

位　

木
村　
　

壮（
３
年
）

　
　
　
　
　

飯
野　

慎
也（
２
年
）

・
西
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会

（
団
体
戦
）

　

３
位

　

お
か
げ
様
を
も
ち
ま
し
て
、
こ
の

度
、
少
林
寺
拳
法
部
は
創
立
50
周
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
諸
先
生
・
先
輩
方
の
お
か

げ
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
厚

情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
創
立
50
周
年
記
念

式
典
を
11
月
18
日
㈯
午
後
６
時
よ
り
、

ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル
に
て
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
恐
縮
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
何
卒
ご
来
臨
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
畿
大
学
工
学
部

少
林
寺
拳
法
部
50
周
年
式
典

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
に

ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

crius_919@docom
o.ne.jp

ク
ラ
ブ
活
動
ニ
ュ
ー
ス

　

昨
年
は
部
員
が
１
人
も
や
め
ず

に
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
今

年
は
練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
る

Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
の
指
導
の
下
で
技

術
を
上
げ
る
た
め
の
練
習
に
本
格

的
に
励
ん
で
い
ま
す
。
５
月
に
は

大
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
２
年
生
同

士
の
ペ
ア
で
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
会
の
成
績
自
体
は
よ

く
な
か
っ
た
も
の
の
レ
ー
ス
を
す

る
中
で
自
分
の
足
り
な
い
と
こ
ろ

な
ど
を
発
見
し
、
ヨ
ッ
ト
部
の
メ

ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
が
見
つ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
目

標
は
イ
ン
カ
レ
に
３
艇
そ
ろ
っ
て

出
場
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
１
年

で
技
術
を
上
達
さ
せ
、
他
大
学
と

も
対
等
に
戦
え
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ヨ
ッ
ト
部
が
Ｏ
Ｂ
と
合
同
練
習
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今
年
、
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
に

第
59
回
う
め
の
辺
祭（
大
学
祭
）を
開

催
致
し
ま
す
。

　

例
年
と
同
様
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
前
、
多
目
的
ホ
ー
ル
内
に
ス
テ

ー
ジ
を
設
置
し
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
前
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
華
や
か
な
看
板
を
背
景
に

小
さ
い
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
め
る
ビ
ン
ゴ
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
企
画
を
行
い
、
多
目
的
ホ
ー

ル
内
で
は
、
一
日
目
は
学
生
団
体
に

よ
る
演
奏
な
ど
を
行
い
、
二
日
目
に

は
音
楽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
た
ラ

イ
ブ
を
行
う
予
定
で
、
ど
れ
も
盛
り

上
が
る
こ
と
間
違
い
な
し
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
館
内
で
は
、

文
化
系
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
展
示
な
ど

も
行
う
予
定
で
す
。
さ
ら
に
二
日
目

の
夜
に
は
、

う
め
の
辺

祭
の
目
玉

と
な
る
花

火
を
打
ち

上
げ
ま
す
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
と

連
携
し
て

打
ち
あ
が

る
鮮
や
か
な
花
火
は
こ
れ
以
上
な
い

仕
上
が
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
大
学
に
お
越
し
に
な
る
際

は
、
最
寄
り
駅
の
西
高
屋
駅
か
ら
無

料
送
迎
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

近
畿
大
学
工
学
部
後
輩
学
生
一
同

で
、
卒
業
生
の
皆
様
の
お
越
し
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
開
催

大
学
祭（
う
め
の
辺
祭
）に
集
ま
れ
！
　
～
目
玉
の
花
火
も
地
元
に
定
着
～

公開講座のご案内

大
学
祭
［
う
め
の
辺
祭
］

近畿大学工学部
地域の皆様に本学部の講義・研究内容を体験していただく場として、公開講座を開催しております。
さまざまな分野の知識を近畿大学工学部の専任教員がわかりやすく講義するものです。

●申し込み方法
往復ハガキに、必要事項をご記入の上、右記の宛先まで
お申し込みください。
1） ご希望の講座名　 　2） 郵便番号　 　3） 住　所
4） 氏名（ふりがな）　 　5） 電話番号　 　6） FAX番号
7） メールアドレス
＊�応募者多数の場合は抽選の上、結果を後日お知らせします。
＊�ご家族での参加希望は、必ず一枚のハガキでお申し込みください。その際、
参加者全員の必要事項をご記入ください。

●申し込み期間
平成29年９月11日（月）〜
各講座とも講座開催日の９日前まで（必着）

●宛先・お問合せ：�〒739-2116��
広島県東広島市高屋うめの辺１番�
近畿大学工学部公開講座担当�
� （082）434-7004

■平成29年度後期公開講座■
〈一般向け講座〉

〈子ども向け講座〉

講　座　名 講　　師 開 催 日 開 催 時 間
AR（拡張現実感）を用いたアプリケーション開発初級講座 情報学科　講師　山元　翔 10月 7 日㈯ 10：00～12：00

タブレット上のシステムを用いた音楽演奏 電子情報工学科　准教授　出口　幸子 11月25日㈯ 10：00～12：00

ものづくりに革命を起こす−３Dプリンタ最前線− ロボティクス学科　教授　京極　秀樹 12月 9 日㈯ 10：00～12：00

模型でつくる世界の現代名作住宅 建築学科　准教授　谷川　大輔 2 月24日㈯ 10：00～12：00

紙幣識別−ATMの仕組みとその開発と製品化への道− 電子情報工学科　教授　竹田　史章 3 月17日㈯ 10：00～12：00

講　座　名 講　　師 開 催 日 開 催 時 間
電気ってなんだろう？ 電子情報工学科　准教授　廿日出　好 3 月 3 日㈯ 10：30～11：30
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0120-39-18590120-39-1859
安芸郡熊野町５６４０-１安芸郡熊野町５６４０-１

全車種公認校全車種公認校

各種技能講習各種技能講習

もの造りと　ともに

福興商事株式会社
広島県呉市広本町１丁目２番18号
T E L：０８２３－７１－８５１５
F A X：０８２３－７４－０２７８
Email：higashi2@mocha.ocn.ne.jp

猪 原 税 理 士 事 務 所

税理士　猪　原　 　清
事務所
〒720-0004　福山市御幸町中津原851番4
TEL（084）982-8088　　FAX（084）982-8283
E-mail:inohara@theia.ocn.ne.jp

協賛広
告

募集中
！

同窓会報に協賛広告を募集しています。
会報の発刊部数は約２万冊、発行日は毎年９月１日です。工学部の全卒業生と在学生、教職員に配付します。
広告の内容は企業・商品ＰＲや会合告知などなんでも結構です。同窓生のコミュニティ広場として、同窓会報をご活用ください。

★広告希望の方は右記メールへご連絡ください。
　「工学部同窓会報広告希望」と記載ください。 E-mail:dousou@hiro.kindai.ac.jp➡

「安全」　「品質」　「環境」

三 谷 建 設 株 式 会 社
〒720-0843　広島県福山市赤坂町赤坂1647番地
　　　　　　　   Tel（084）951-1254　fax（084）952-0482
　　　　　　　    http://mitani-net.jp

近大九帆会は、近畿大学工学部体育会ヨｯト部OB/
OG会の名称です。工学部創設の地「呉市」。その呉の
語源となった周りを九つの峰に囲まれていることか
ら、いつの頃からか九嶺（ｷｭｳレｲ）と呼ばれるよう
になり、それがｸレ（呉）になったといわれています。
2015年ヨｯト部は創設55周年を迎え、その記念式典を
開きました。現在、広島市西区観音新町にある広島
観音ﾏリーﾅ・デｨンギーﾔードで活動しています。

近大九帆会
（体育会ヨット部OB/OG会）
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平
成
29
年
２
月
16
日
に
卒
業
研
究

発
表
会
が
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
行
わ
れ
、
66
件
の
卒
業
研
究
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
に
は
質
疑
応

答
を
伴
う
中
間
発
表
を
実
施
、
学
生

間
で
の
討
論
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
も
あ

り
ま
し
た
。
バ
イ
オ
・
化
学
を
基
礎

と
し
た
食
品
・
機
能
材
料
・
環
境
等

多
方
面
の
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
に
成
長

し
た
学
生
さ
ん
達
を
頼
も
し
く
見
つ

め
る
先
生
方
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
卒
業
式
が
３
月
13

日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
化
学
生
命

工
学
科
59
名
、
生
物
化
学
工
学
科
７

名
合
計
66
名
が
学
び
舎
を
あ
と
に
し

ま
し
た
。
上
場
企
業
や
資
本
金
一
億
円

以
上
の
企
業
へ
の
就
職
率
は
43
％
と
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
卒
業
生
達

の
企
業
あ
る
い
は
大
学
院
で
の
さ
ら

な
る
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
入
学
式
が
４
月
６

日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
98
名
の
新

入
生
を
化
学
生
命
工
学
科
第
５
期
生

と
し
て
迎
え
ま
し
た
。
４
月
15
・
16

日
に
は
新
入
生
研
修
会
を
み
ろ
く
の

里（
ツ
ネ
イ
シ
し
ま
な
み
ビ
レ
ッ
ジ
：

福
山
市
）で
実
施
し
ま
し
た
。
学
会
員

達
か
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ク
イ
ズ

に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
参
加
し
、
皆
で

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー

プ
活
動
は
、
環
境
問
題
等
を
テ
ー
マ
に

し
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
に
取
り

組
む
学
科
授
業
科
目「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

化
学
生
命
工
学
科

ン
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」に
引
き
継

が
れ
て
い
ま

す
。
デ
ィ
ベ

ー
ト
授
業（
写

真
）で
は
、
毎

回
の
討
論
で

学
生
さ
ん
達

の
考
え
る
力

の
成
長
が
わ

か
り
ま
す
。

　

当
学
科
の

授
業
は
す
べ

てJABEE

（
日

本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
）に
準
拠
し

た
教
育
方
針
で
行
わ
れ
、JABEE

認

証
の
継
続
の
た
め
、
教
職
員
は
日
々

教
育
改
善
のPDCA

サ
イ
ク
ル
を
続
け

て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
入
学
生
か

ら
卒
業
時
の
認
定
資
格
と
な
っ
た
食

品
衛
生
管
理
者
・
監
視
員
資
格
も
約

80
％
の
卒
業
生
が
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
山
本
和
彦
准
教
授
ら
の「
近
大
ハ
ニ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。
蜜
蜂
が
集
め
る
酵
母
な
ど
の

微
生
物
の
研
究
や
遺
伝
子
解
析
、
蜂

蜜
の
成
分
分
析
等
を
行
い
、
生
理
活

性
材
料
と
し
て
様
々
な
研
究
に
利
用

し
、
さ
ら
に
蜂
蜜
の
商
品
化
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

小
川
智
弘
講
師
が
米
国
南
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
平
成
28
年
９
月

～
平
成
29
年
８
月
の
１
年
間
留
学
し
、

「
肝
臓
病
態
に
お
け
る
繊
維
形
成
に
関

与
す
る
細
胞
の
同
定
と
そ
の
細
胞
特

性
に
関
す
る
研
究
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
等
教
育
の
教
育
法
に
つ
い
て
も
研

究
研
修
さ
れ
る
予
定
で
、
ご
帰
国
後

の
教
育
・
研
究
の
益
々
の
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。G.Lucas

やR.Zem
eckis

と
い
っ
た
米
国
を
代
表
す
る
映
画
監

督
の
出
身
大
学
で
も
あ
り
ま
す
。

○
加
工
学
研
究
室
の
生
田
准
教
授
が

教
授
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
学

科
や
学
部
に
大
い
に
貢
献
頂
け
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

○
学
科
長
が
白
石（
光
）教
授
で
、
西

村
教
授
は
研
究
科
長
、
旗
手
教
授
は

学
部
長
補
佐
と
次
世
代
基
盤
技
術
研

究
所
長
を
兼
務
し
、
学
部
・
大
学
院

を
引
き
続
き
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
昨
年
度
は
、
２
月
17
日
に
卒
業
研

究
発
表
会
、
修
士
学
位
論
文
公
聴
会

が
１
月
30
日
に
実
施
さ
れ
、
学
科
よ

り
学
部
生
87
名
、
大
学
院
３
名
が
社

会
に
巣
立
ち
ま
し
た
。
昨
年
は
採
用

選
考
が
６
月
に
戻
り
、
機
械
系
の
求

人
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
順
調
に

就
職
活
動
が
進
み
、
学
科
の
就
職
内

定
率
は
、
１
０
０
％
と
良
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
博
士

課
程
前
期
へ
は
11
名（
他
学
へ
は
２

名
）進
学
し
ま
し
た
。

○
今
春
は
学
科
の
入
学
定
員
が
多
少

増
加
し
、
全
国
か
ら
１
０
７
名（
女
子

２
名
）の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
４
月
14
・
15
日
に
、
機

械
工
学
会
主
催
の
新
入
生
研
修
会
が

実
施
さ
れ
、
い
こ
い
の
村
ひ
ろ
し
ま

に
宿
泊
し
、
自
己
紹
介
や
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

機
械
工
学
科

大
学
院
博
士
課
程
前
期
に
学
外
か
ら

２
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

○
本
年
度
平
成
29
年
よ
り
、
機
械
工

学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
改
正
さ
れ
学

科
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
院
も
改
組
さ
れ
４
ク
ラ
ス

タ
制
か
ら
６
コ
ー
ス
制
に
移
行
し
ま
し

た
。
機
械
ク
ラ
ス
タ
が
、
機
械
工
学
コ

ー
ス
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

○
今
年
10
月
よ
り
１
年
間
、
信
木
准

教
授
が
、
パ
リ
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
国
立

科
学
セ
ン
タ
・
パ
リ
東
材
料
化
学
研
究

所
へ
在
外
研
究
に
出
発
さ
れ
る
予
定

で
す
。
戻
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ま

た
楽
し
い
話
が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
。

○�

保
護
者
懇
談
会

　

平
成
28
年
度
の
保
護
者
懇
談
会（
工

学
部
主
催
）は
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
９
月
17
日（
工
学
部
会
場
）、

10
月
１
日（
徳
島
会
場
）、
10
月
２
日

（
松
山
会
場
）、10
月
16
日（
姫
路
会
場
）、

10
月
23
日（
大
阪
会
場
）。
各
会
場
に

保
護
者
を
お
迎
え
し
て
学
科
教
員
と

の
面
談
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
も

意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
本
部
主
催
の
近
大
フ
ェ
ア
に
お

情
報
学
科

い
て
も
以
下
の
日
程
及
び
会
場（
10
月

２
日
：
広
島
会
場
、
10
月
22
日
：
岡

山
会
場
、
10
月
29
日
：
高
松
会
場
）へ

当
学
科
か
ら
教
員
が
派
遣
さ
れ
保
護

者
面
談
に
臨
み
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

会
場
で
も
保
護
者
の
方
々
か
ら
ご
好

評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

○�

卒
業
研
究
発
表
会　

　

平
成
29
年
２
月
16
日
㈭
開
催
。

　

す
べ
て
の
中
間
レ
ポ
ー
ト
、
論
文
、

発
表
に
つ
い
て
主
査
・
副
主
査
が
採

点
し
、
総
合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
４
会
場
に
て
計
71
題

が
発
表
さ
れ
、
緊
張
感
を
伴
う
発
表

と
活
気
の
あ
る
質
疑
応
答
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

○�

新
入
生
研
修
会

　

平
成
29
年
４
月
14
日
㈮
～
15
日
㈯
。

研
修
地
：
休
暇
村
帝
釈
峡
。
１
１
４

名
参
加
。

　

第
１
日
目

の
夕
食
後
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
を
磨
く

実
習
に
ト
ラ

イ
し
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

（
ビ
ン
ゴ
大
会
）も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
第
２
日
目
は
、
体
育
館
に
て
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大

会
）が
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
と
ほ

ぼ
同
様
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
進
行
と
な

り
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
し
た
新
入
生
が
十
分
に
楽
し
め
た

ば
か
り
で
な
く
、
立
案
・
実
行
し
た

工
学
会
役
員
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
に
学

び
取
る
こ
と
が
多
く
、
有
意
義
な
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
科
だ
よ
り

▲新入生の＂ﾌレｯｼｭﾏンゼﾐﾅーﾙ＂
　でのペーパーｸレーン製作風景

▲新入生研修会（実習風景）
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築
設
計
事
務

所
の
よ
う
な
お

し
ゃ
れ
な
部
屋

に
改
装
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
26

年
度
に
新
設
さ

れ
た
２
階
の
模

型
制
作
室
と
と

も
に
、
学
生
の

設
計
環
境
は
充

実
し
た
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

〇
平
成
28
年
度
卒
業
生
か
ら
、
大
学

院
生
に
も
大
学
院
学
長
賞
お
よ
び
大

学
院
学
部
長
賞
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
学
部
長
賞
は
各
研
究

科
で
１
名
、
学
長
賞
は
近
畿
大
学
の
全

研
究
科
で
１
名
に
与
え
ら
れ
る
賞
で

す
が
、
そ
の
栄
え
あ
る
第
一
回
の
学
長

賞
を
建
築
学
科
か
ら
大
学
院
に
進
学

し
た
新
内
洋
平
君
が
受
賞
し
ま
し
た
。

〇
建
築
学
科
の
入
試
の
偏
差
値（
河
合

塾
）が
つ
い
に
目
標
の
50
に
到
達
し
ま

し
た
。
就
職
の
方
も
、
平
成
27
年
度

の
日
建
設
計
に
続
き
、
平
成
29
年
度

は
梓
設
計
に
内
定
者
が
出
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
10
月
１
日
付
で
田
中
広

志
講
師（
数
理
論
理
学
研
究
室
）が
機

械
工
学
科
か
ら
電
子
情
報
工
学
科
に

異
動
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
６
月
30
日
付
で
本
計
義

文
講
師（
英
語
研
究
室
）が
退
職
さ
れ

ま
し
た
。

○
平
成
29
年
４
月
に
94
名
の
新
入
生

が
入
学
し
ま
し
た
。
４
月
14
日
・
15

日
に
は
新
入
生
研
修
会
を
宮
島
に
て

開
催
し
、
各
グ
ル
ー
プ
で
学
生
が
計

電
子
情
報
工
学
科

画
し
た
内
容
を
実
施
し
ま
し
た
。
研

修
を
通
じ
て
、
学
生
同
士
お
よ
び
学

生
と
教
員
と
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
に
、
本
学
科
と
大
学

院
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
ク
ラ
ス
タ
の

学
生
が
、
学
会
等
で
次
の
よ
う
に
受

賞
し
ま
し
た
。

　

武
久
尚
矢
君（
修
士
２
年
）：
電
気

学
会
で
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
。

電
気
・
情
報
関
連
学
会
中
国
支
部
連

合
大
会
で
奨
励
賞
を
受
賞
。

　

宇
川
将
樹
君（
修
士
１
年
）：IEEE�

HISS�

学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
優
秀
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
。

　

寺
西
祥
汰
君（
学
部
４
年
）：IEEE�

HISS�

学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
優
秀
研

究
賞
を
受
賞
。

　

上
村
達
也
君（
学
部
３
年
）：
工
業

英
検
３
級
の
平
成
28
年
度
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
。

○
本
年
度
は
左
記
の
10
研
究
室
で
卒

業
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

非
接
触
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
室（
栗
田

教
授
）、
数
理
情
報
研
究
室（
中
島
教

授
）、情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
研
究
室（
藤

本
教
授
）、
電
子
知
能
シ
ス
テ
ム
研
究

室（
竹
田
教
授
）、
電
子
デ
バ
イ
ス
研

究
室（
岡
田
准
教
授
）、
信
号
情
報
制

御
第
１
研
究
室（
山
内
准
教
授
）、
知

能
情
報
処
理
研
究
室（
出
口
准
教
授
）、

情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室（
藤
野
准
教

授
）、
情
報
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
室（
中

田
准
教
授
）、
計
測
工
学
研
究
室（
廿

日
出
准
教
授
）

○
本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
イ
ベ
ン
ト
を
次
に
記
し
ま
す
。

・�

７
月
22
日
・
23
日　
「
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
使

っ
て
い
ろ
ん
な
も
の
を
見
て
み
よ

う
」「
パ
ソ
コ
ン
を
分
解
し
て
内
部

を
調
べ
て
み
よ
う
」「
Ｃ
Ｇ
ソ
フ
ト

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
」

・�

８
月
27
日　
「
学
生
手
作
り
の
Ｌ
Ｓ

Ｉ
ゲ
ー
ム
や
光
の
不
思
議
を
体
験

し
よ
う
」「
顔
認
証
、
筆
圧
に
よ
る

個
人
認
証
へ
の
人
工
知
能
の
応
用
」

「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
も
ど
き
を
作
っ
て

学
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
」

○�

嶽
間
沢
准
教
授
が
、
平
成
29
年
３

月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

○�

平
成
28
年
度
大
学
院
修
士
論
文
公

聴
会
・
学
部
卒
業
論
文
発
表
会

　

平
成
29
年
２
月
16
日
に
卒
業
論
文

発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り

が
口
頭
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

○�

平
成
28
年
度
卒
業
式

　

平
成
29
年
３
月
13
日
に
工
学
部
卒

業
式
と
大
学
院
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究

科
の
修
了
式
が
挙
行
さ
れ
、
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
学
科
の
第
一
期
生
が
社
会
に

羽
ば
た
き
ま
し
た
。

○�

平
成
29
年
度
入
学
式

　

平
成
29
年
４
月
６
日
に
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
学
科
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
４
月
14
日
か
ら
15
日
に

も
み
の
木
森
林
公
園
で
新
入
生
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。
夕
方
に
は「
自
動

車
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
～
広

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

報
戦
略
か
ら
読
み
解
く
～
」に
つ
い

て
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
日
は
、

紙
飛
行
機
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

泊
り
が
け
の
研
修
会
に
よ
っ
て
親
睦

を
深
め
る
と
と

も
に
、
大
学
生

活
に
向
け
て
気

持
ち
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

○�

学
生
の
活
躍

　

小
川
大
夢
君（
大
学
院
２
年
生
）が
、

財
団
法
人
古
川
技
術
振
興
財
団
の
奨

学
生
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
藤
純
哉
君（
１
年
生
）が
、
全
日

本
空
手
道
連
盟
が
選
出
す
る
平
成
29

年
度
全
日
本
強
化
選
手
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

大
谷
寛
人
君（
３
年
生
）が
、JICA

短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ペ
ル
ー
共
和
国

野
球
振
興
支
援
に
係
る
青
年
海
外
協

力
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
連
携
」に
参

加
し
ま
し
た
。

○�

教
員
情
報

　

小
谷
内
教
授
が
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学

会
の
フ
ェ
ロ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
井
准
教
授
が
自
動
車
技
術
会
の

フ
ェ
ロ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
田
講
師
が
、
２
０
１
７
年
度
日

本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
代
議
員
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
17
回
計
測
自

動
制
御
学
会
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会
に
て
優
秀
講

演
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

〇
平
成
29
年
度
よ
り
、
学
部
、
大
学

院
と
も
に
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
は
、「
必
要
最
小
限
の
科
目
で
充
実

し
た
教
育
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
卒

業
生
全
員
が
、
将
来
一
級
建
築
士
資
格

が
取
得
で
き
る
よ
う
、
基
礎
力
重
視

の
構
成
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学

院
の
方
も
、
意
匠
設
計
、
構
造
設
計

に
加
え
て
、
設
備
設
計
で
も
一
級
建
築

士
の
１
年
の
実
務
経
験
要
件
が
適
用

さ
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
。

〇
平
成
29
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

定
に
と
も
な
い
、
学
部
の
学
習
・
教

育
到
達
目
標
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
さ
ら
に
大
学
院
の
教
育
目
標
を

明
確
化
す
る
こ
と
で
、
意
匠
設
計
、

構
造
設
計
、
設
備
設
計
に
関
し
て
は
、

学
部
︱
大
学
院
の
一
貫
教
育
が
行
え

る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

〇
平
成
28
年
度
か
ら
、
英
国
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
と
の

短
期
交
換
留
学
を
復
活
さ
せ
、
さ
ら

に
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
米
国
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学

と
短
期
お
よ
び
長
期
交
換
留
学
を
実

施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
建
築
学
科
の
３
年
生
は
、

前
期
は
、
レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学
の

学
生
と
、
後
期
は
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
大

学
の
学
生
と
グ
ル
ー
プ
合
同
設
計（
建

築
設
計
・
集
中
演
習
Ⅰ
、
Ⅱ
）を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

〇
平
成
28
年
度
３
月
に
、
建
築
棟（
Ｅ

館
）３
階
の
４
年
生
・
大
学
院
生
の
た

め
の
設
計
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
小

川
先
生
の
設
計
で
、
ア
ト
リ
エ
系
の
建

建
築
学
科

▲改装されたE館３階第２設計室
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平
成
30
年
度
　
工
学
部
入
学
試
験
日
程
一
覧

入　試　制　度 試　験　日 出　願　期　間 合格発表日

ＡＯ入試 10月21日㈯ ９月25日㈪～10月5日㈭
〈締切日消印有効〉 11月８日㈬

推薦入試（一般公募） 11月18日㈯
11月19日㈰

11月１日㈬～11月9日㈭
〈消印有効〉 11月30日㈭

一般入試・前期（Ａ日程） １月27日㈯
１月28日㈰

１月３日㈬～１月18日㈭
〈消印有効〉 ２月７日㈬

一般入試・前期（Ｂ日程）
ＰＣ方式（前期）

２月13日㈫
２月14日㈬

１月３日㈬～２月２日㈮
〈消印有効〉 ２月24日㈯

一般入試・後期 ３月８日㈭
３月９日㈮

２月３日㈯～２月27日㈫
〈消印有効〉 ３月18日㈰

Ｃ方式（前期）

＊大学入試ｾンﾀー試験利用
　本学の個別学力試験は課し
　ません　　　　　　　　　

１月３日㈬～１月12日㈮
〈消印有効〉 ２月10日㈯

Ｃ方式（中期） １月３日㈬～１月27日㈯
〈消印有効〉 ２月10日㈯

Ｃ方式（後期） ２月3日㈯～３月5日㈪
〈消印有効〉 ３月18日㈰

試 験 日
自由選択

�
�
�

�
�
�

試 験 日
自由選択

�
�
�

�
�
�

試 験 日
自由選択

�
�
�

�
�
�

試 験 日
自由選択

�
�
�

�
�
�

※詳しくは、2018近畿大学入試情報サイトをご覧ください。

　

同
窓
会
報
第
20
号
を
皆
様
の
お
手
元
に
お

届
け
し
ま
す
。

　

長
く
同
窓
会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
小
松
眞
一
郎
先
生
が
こ
の
春
会
長
を
退
か

れ
ま
し
た
。
小
松
先
生
に
は
、
同
窓
会
の
発

展
に
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
貢
献
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
先
生
の
ご
尽
力
・

ご
苦
労
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
会
報
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
現

在
体
育
館
が
建
設
中
で
す
。
先
日
、
体
育
館

を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
折

り
に
若
い
建
設
職
員
さ
ん
と
学
生
と
が
随
分

と
長
い
時
間
、
輪
を
作
っ
て
話
し
合
っ
て
い

た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
帰
り

に
桃
李
橋
の
た
も
と
に
植
え
ら
れ
た
李
を
見

る
と
し
ば
ら
く
見
な
い
間
に
随
分
と
大
き
く

茂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
、
本
号
に
ご
寄
稿
、
情
報
の

ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
諸
氏
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
同
窓
生
同

士
の
活
動
、
呼
び
か
け
、
投
稿
、
ご
連
絡
事

項
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
紙
面
に
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

大
田
和
彦

名
誉
会
長　
　

野
村　

正
人

顧　
　

問　
　

木
卜　

光
夫

顧　
　

問　
　

山
根　

成
美

顧　
　

問　
　

藤
原　

義
人

顧　
　

問　
　

塩
田　

俊
雄

顧　
　

問　
　

京
極　

秀
樹

顧　
　

問　
　

小
松
眞
一
郎

相 

談 

役　
　

竹
内　

正
彦

相 

談 

役　
　

松
原　
　

伸

相 

談 

役　
　

永
久　

博
司

会　
　

長　
　

藤
田　

博
久

副 

会 

長　
　

河
野　

嘉
寛

副 

会 

長　
　

中
光　

芳
朗

副 

会 

長　
　

大
田　

和
彦

代
表
幹
事　
　

三
谷　

哲
也

常
任
幹
事　
　

西
明　
　

勇

常
任
幹
事　
　

田
中　

恒
夫

常
任
幹
事　
　

宇
根　

昭
信

常
任
幹
事　
　

東　
　

忠
昭

常
任
幹
事　
　

野
田　

安
春

常
任
幹
事　
　

高
下　

朋
彦

常
任
幹
事　
　

椋
田　
　

豊

常
任
幹
事　
　

林
田　

安
広

常
任
幹
事　
　

信
木　
　

関

常
任
幹
事　
　

岡
田　

直
行

事
務
局
長　
　

片
山　

慎
一

会　
　

計　
　

倉
田　

浩
美

幹　
　

事　
　

福
田　

圭
子

幹　
　

事　
　

石
井　

一
幸

幹　
　

事　
　

木
庭　
　

毅

幹　
　

事　
　

猪
原　
　

清

幹　
　

事　
　

小
枡
林
太
郎

幹　
　

事　
　

大
谷　
　

崇

幹　
　

事　
　

利
島　

芙
貴

幹　
　

事　
　

吉
谷　

栄
二

幹　
　

事　
　

高
田　

博
之

幹　
　

事　
　

上
田　

耕
士

幹　
　

事　
　

中
谷　

和
紀

幹　
　

事　
　

田
上　

将
治

幹　
　

事　
　

根
石　

剛
生

幹　
　

事　
　

市
原　

俊
典

幹　
　

事　
　

新
田　

信
雄

近
畿
大
学
工
学
部

同
窓
会
役
員
一
覧

編
集
後
記


